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１．成長戦略の実現に向けて 

富山県成長戦略は新型コロナウイルス感染症による社会経済構造の変革や以前から進ん

でいたデジタル化・AI化の進展、脱炭素や SDGｓといった世界的な潮流に対応していくた

めに、「真の幸せ」（ウェルビーイング）中心の成長戦略としてとりまとめられました。 

主観的な幸福度を重視した「真の幸せ」（ウェルビーイング）を目指すことが経済成長

の目的であり、手段でもあるという考えのもと、新しい産業政策、新しい人材政策を目指

しています。特に、富山の強みを最大限に活用し、弱みを克服することにより、富山のウ

ェルビーイングの向上を図り、次世代の価値を産む人材が富山に育ち、また、県外から引

き寄せられて富山に集積することを戦略の核に据えており、総合計画と共通して、「人づ

くり」をその基盤としています。 

今回、富山県の新たな成長戦略として、「真の幸せ」（ウェルビーイング）に着目する

のは、GDP に代わり、世界的に注目を集めつつある概念であることに加え、富山県が県民

所得や住環境などの客観的指標の観点からみると、全国的にも暮らしやすい県の一つであ

り、今後、主観的な幸福度を高めていくことで、全国的にも高いウェルビーイングを達成

しうる可能性が大きいことがあります。 

今回の富山県成長戦略アクションプランでは、６つの柱ごとに令和４年度予算に盛り込

まれる事業をまとめています。それぞれの柱ごとの戦略の実現に向けて、各事業の相乗効

果を高めていくことはもちろん、柱ごとの事業も相互に連携させていくことが重要です。  

また、成長戦略は県が単独で行うのではなく、県民や市町村、民間企業や関係団体など

と連携を図るとともに、それぞれの自主的な取組みにもつながるよう、ワンチームとなっ

て実行していくことが重要です。 

 

（１）真の幸せ（ウェルビーイング）戦略 

真の幸せ（ウェルビーイング）戦略では、ウェルビーイングを中心とした成長戦略の実

現に向けて、ウェルビーイングの認知度が低い現状が課題であることから、まずはウェル

ビーイングの普及啓発に取り組むとともに、県内のウェルビーイングの向上に向けた指標

の設定等に向けた調査を行います。 

一方で、若い年代の県外流出が止まらない状況であり、こうした若い年代、特に県外流

出の大きい女性のウェルビーイングの向上に向けて、女性の働く環境や子育ての環境を改

善します。また、こうした県内

のウェルビーイングの向上の取

組みを県内外に発信し、人材交

流や人材集積を活性化するた

め、富山県成長戦略カンファレ

ンス開催事業をはじめ、情報発

信の取組みを強化するととも

に、県内移住につながるワーケ

ーションやテレワークの取組み

を強化します。 
富山県 １５～３４歳の社会移動の状況（日本人＋外国人） 
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（２）まちづくり戦略 

まちづくり戦略は、真の幸せ（ウェルビーイング）戦略と合わせて、県内のウェルビー

イングを高める個性的なまちづくりを目指すものです。居心地がよく個性的な市街地・田

園地域づくりに向けて、ボトムアップのまちづくりを進めるために、多様な主体によるま

ちづくりの取組みを支援します。県内ではこうしたボトムアップのまちづくりの事例が増

えつつあり、こうした取組みを広げていくことが重要です。 

また、デジタル技術を様々な地域課題の解決に活用していくことも不可欠であり、県内

外の事業者とも連携することで、より効果的なデジタル化を進めていきます。 

加えて、まちづくりを進めていくためには、官民連携の深化が不可欠であり、PPP や県

としては実績のない PFIをはじめとした官民連携に関する知識やネットワークを構築する

ための事業を実施します。 

 

（３）ブランディング戦略 

ブランディング戦略は、真の幸せ（ウェルビーイング）戦略により実現する高いウェル

ビーイングを富山県のイメージと結びつけ、国内外へと発信し、ブランド力の強化を目指

すものです。 

まずは、県民等による地元の魅力の再発見を促すとともに、富山とウェルビーイングの

イメージをつなげるべく、富山の魅力を活かした観光コンテンツづくりやデジタル技術の

活用への支援を行います。また、「暮らすように旅する」観光サービスの創出を目指して、

女性の視点を活かし、知的好奇心が旺盛で本物志向、消費ポテンシャルが高い観光客への

対応ができる人材の育成や観光サービスの事業化を行うほか、若者向けの SNSによる情報

発信を行います。 

富山県成長戦略では、県内人口が減少傾向にある中で、ウェルビーイングの向上と合わ

せて、関係人口１０００万人を目指し、様々な人や事業者との連携を強化することで、新

たな成長へとつなげていきます。そのため、ブランディング戦略では、関係人口１０００

万人の実現に向けて、リアルとオンラインの両面で様々な情報発信の強化を行います。そ

の際、サーロインの法則（制作３、発信６、検証１）を重視し、コンテンツ制作に加え、

発信とその評価を徹底します。 

 

（４）新産業戦略 

新産業戦略は、真の幸せ（ウェルビーイング）戦略、まちづくり戦略、ブランディング

戦略により進められた人材交流・人材集積を基礎として、新たな世界の潮流に合った富山

県の産業構造を実現していく戦略です。 

まず、第一に自立した経済圏の確立として、外貨を稼げる製造業が主要産業であること

を活かし、県内の産業基盤を強化します。特に、カーボンニュートラルの取組みを進めつ

つ、県内での経済循環を活性化させ、域外への商圏拡大や域外から消費を呼び込むなど外

貨を稼げる産業を育成します。具体的には、主要産業であるアルミ産業のグリーン化や

IT企業等の企業誘致に取り組みます。 
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第二に、近県や近隣諸国等との連携の強化

も目指し、伏木富山港や富山きときと空港を

はじめとした広域交通インフラの整備や経済

交流を進めます。 

第三に、県内企業の DX や高付加価値化に

対する支援を行います。特に DX について

は、事業者の支援ニーズも高いため、令和３年度に立ち上げた DX・働き方改革推進本部

とも連携して行います。DX を進める中で、デジタル化はもちろん、その前提となる新し

い組織の在り方や新たな製品・サービスの開発において、デザイン思考やクリエイティブ

なアイデアを活用し、新たな製品・サービス、企業、市場の創出を進めます。 

第四に、豊かな水や自然を背景とした環境先進県であることを活かし、カーボンニュー

トラルを踏まえた産学官連携を強化します。これについては、令和４年度に策定予定の

「富山県カーボンニュートラル戦略」とも連携します。また、SDGｓについても、県内企

業の取組みを掘り起こします。 

第五に、富山県の主要産業であるアルミやくすりについては、引き続き、産学官連携を

中心に産業競争力の強化を行います。また、くすりについては、品質や信頼性の確保に取

り組むとともに、医薬品の開発支援や創薬ベンチャー等との連携を促進します。 

第六に、富山県の成長には、最新技術の実証実験の誘致・実施が必要であり、デジタル

分野を中心に、県内外の企業からの提案を集め、実証実験を行います。 

第七に、新産業創出には人材育成、公教育の強化が必要であり、小中高から大学、リカ

レント教育など様々な分野において、課題解決型の授業や社会人教育等、未来を見据えて

教育内容を強化します。特にデジタル分野においては、富山県がデジタル人材の輩出県と

なるように、先端的な取組みを進めます。 

 

（５）スタートアップ支援戦略 

スタートアップ支援

戦略は、真の幸せ（ウ

ェルビーイング）戦

略、まちづくり戦略、

ブランディング戦略に

より進められた人材交

流・人材集積を基礎と

して、本県経済の将来

の成長の種となる新たな企業を創出していく戦略です。富山県は県内の開業率も低く、

2010 年代以降の上場企業数も１桁です。また、大学発ベンチャーについては全国最下位

となっています。こうした課題を強みに変えるべく、スタートアップ支援を抜本的に強化

するとともに、その支援も戦略的に行い、ロールモデルの創出を目指します。 

まず、スタートアップ創出に向けたネットワークの構築や気運の醸成に向けて、令和４

年度開業予定の創業支援センター・創業移住促進住宅を中心に、スタートアップ支援のネ

富山県ＩｏＴ推進コンソーシアムアンケート（Ｒ３.９）より 

＜IoT導入にあたっての課題＞ 

①現場層の理解54.4％ ②IoT人材の確保・育成

50.9％ ③自社の課題把握・抽出42.1％ 

富山県内の上場企業数 ２７社 
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ットワーク構築の事業を行います。そのうえで、シーズ案件の発掘を行うため、案件の調

査や東京においてスタートアッププログラムを行い、有望案件への集中的な支援を行いま

す。その一方で、県内のウェルビーイングの向上に資するスモールビジネスの成長支援を

行うことで、創業の裾野の拡大を図ります。 

 

（６）県庁オープン化戦略 

県庁オープン化戦略は、他の戦略において、官民連携を効果的に行うことや事業の設計

において、民間のニーズに合った事業を創出するための基盤をつくる戦略です。 

まずは、県庁組織の活性化として、人材育成を強化するとともに、県庁の文化風土の改

革を図り、越境人材の創出を目指します。また、デジタル技術の活用も含め、県庁内の働

き方改革を進め、県庁内でのウェルビーイングの向上を目指し、越境人材として県庁外と

のネットワーク構築や現場での活動の時間を創出し、モチベーションの向上も目指します。 

合わせてデジタル技術を活用した住民サービスの向上や住民参加の推進を図るべく、

様々な分野でのデジタル化により、UIやUXの改善を図るとともに、県庁内の DX人材の育

成を行います。 

 

２．今後の進め方 

 成長戦略については、変化する社会情勢の中で、スピード感をもって効果的に各施策を

進めていくことが重要であることから、令和４年度当初予算に計上した事業（アクション

プラン）を着実に実施します。このため、来年度以降も成長戦略会議やワーキンググルー

プにおいて、ＰＤＣＡサイクルにより、施策の実施状況と効果等を検証し、成長戦略が実

効性のあるものとなるよう取り組んでいきます。 
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３．アクションプラン 

（１）真の幸せ（ウェルビーイング）戦略 
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（２）まちづくり戦略 
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（３）ブランディング戦略 
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（４）新産業戦略 
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（５）スタートアップ支援戦略 
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（６）県庁オープン化戦略 
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